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こどもの自殺対策に関連する孤独・孤立対策における取組

〇孤独・孤立対策の重点計画（令和3年12月策定、令和4年12月改定）における
施策の一つに「自殺対策の取組の強化」を位置づけ

〇孤独・孤立対策ウェブサイトにこども(18歳以下)向けの専用ページを設け、
チャットボット(自動応答システム)により悩みに応じた相談先を案内
併せて、悩みについて相談することをためらうことのないよう、悩みを抱えている
こどもの質問や回答を掲載（令和３年８月）
同サイトの外国語ページ(10言語)を公表（10言語、令和５年３月）

〇孤独・孤立対策に関連するキャンペーンの実施
「あなたはひとりじゃない～声をあげよう、声をかけよう」キャンペーンの開催
（令和４年２月～６月）
ユース・ラウンド・テーブルの実施や体験談の募集・公表など

〇夏期休暇明け前後におけるこども自殺防止に向けた集中的な啓発活動への協力

〇孤独・孤立相談ダイヤルの試行の中で、利用者が相談する分野の一つに
「18歳以下の方」の分野を設定。（令和４年度４回実施）
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あなたはひとりじゃない（孤独・孤立対策ウェブサイト）
一般向けページ

（サイトトップページ）
18歳以下向けページ
（サイト内ページ）

https://notalone-cas.go.jp/ https://notalone-cas.go.jp/under18/【URL】 【URL】

【サイトバナー・QRコード】【サイトバナー・QRコード】

自動応答によるチャットボットにより、約150の国
の支援制度や相談窓口の中から、利用者の悩みに応
じたものを紹介する機能や、悩みを抱えている方向
けのFAQや専門家からのヒント等を掲載。

FAQ 専門家からのヒント

自動応答によるチャットボットにより、利用者の
悩みに応じた相談窓口を紹介する機能や、悩みを
抱えている方向けのQ＆A等を掲載。

悩みに対応する相談窓口を紹介

悩みを抱えている方の質問や回答

悩みに対応する国の支援制度・相談窓口を紹介

令和３年
８月17日公開

令和３年
11月２日公開
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あなたはひとりじゃない（孤独・孤立対策ウェブサイト）の外国語ページについて

外国語のページを
作成した10言語

英語

中国語

韓国語

ポルトガル語

スペイン語

タガログ語

タイ語

ベトナム語

ネパール語

インドネシア語

【参考：18歳以下用の英語のトップページ】
令和５年
３月公開
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「あなたはひとりじゃない～声をあげよう、声をかけよう」
キャンペーンの開催

趣旨

キャンペーンの取組

期間

○ 「ひとりじゃないカフェ」
野田大臣（ホスト）がゲストを迎え、孤独の体験について語り合う
オンライン番組。アーカイブでも視聴可能。

・第１回（2/21）（再生回数：約1905回（2023/3/31現在）
テーマ：誰にでもある孤独
ゲスト：認定NPO法人 D×P代表 今井紀明氏

NPO法人 BONDプロジェクト代表 橘ジュン氏
・第２回（4/21）（再生回数：約1591回（2023/3//31現在）

テーマ：誰にでもある孤独（アスリート編）
ゲスト：スポーツ庁長官 室伏広治氏

自衛隊体育学校所属・東京オリンピック日本代表

濵田尚里氏（柔道）、乙黒圭祐氏（レスリング）

・第３回（6/28）（再生回数：約1450回（2023/3/31現在）

テーマ：孤独と支え

ゲスト：NPO法人Light Ring.代表理事 石井綾華氏

株式会社オリィ研究所共同創設者・代表取締役 吉藤健太朗氏

「孤独・孤立は誰にでも起こりうることであり、それについて話してもいい」という認識を広げ、声を上げやすい
環境とともに、周囲の方々も声をかけ、受け止めることのできる社会認識を醸成するため、孤独・孤立の状況や立
ち直った体験等を話す、知る、共感する様々なイベント、多元的なキャンペーンを行う。

令和４年（2022年）２月～６月

○ 野田大臣会見にてキャンペーン開始を公表
（2/8）

○ ユース・ラウンド・テーブル（2/26）
高校生から30歳までの19名が参加（オンライン）。

「孤独感や不安感を始めとする自分の悩みなどについて、
話しやすい環境をつくるには、どうすればよいか」に
ついて議論。

○ 政府広報ラジオ（お知らせ・60秒）（2/27）

○ 各府省の協力により、ツイッターで相談窓口・

支援策について連日情報発信（3/11～）

○ ウェブサイトにおいて「わたしはひとりじゃない

体験談」を募集・公表

○ 野田大臣メッセージ動画をウェブサイトで公開

（3/25～)

○ インターネット広告（Yahoo!バナー広告）を実施

（5/2～5/8）

○ 孤独・孤立に関する駐日大使会合の開催（6/16）

・日本における孤独・孤立対策の取組を紹介

・各国・地域の取組について情報共有、意見交換

第３回
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7月 7日～７月14日 第1期試行
8月30日～９月 6日 第2期試行
12月1日～２日 いのちの日に試行
12月28日～1日４日 年末年始に試行
※試行終了後、分析、検証、プラットフォーム分科会で今後の方策の検討

〇 長引くコロナ禍や物価高騰等を踏まえ、孤独・孤立で悩む方へのきめ細やかな対応が課題。
〇 孤独・孤立に関する個人の悩みは複雑化・多様化。一方、相談窓口は分野やエリアに応じた様々なものが存在。
〇 相談窓口へのアクセスの容易化、相談ニーズへの迅速な対応のため、NPOなど関係団体が連携して、統一的に24時間
相談を受け付ける窓口体制(「孤独・孤立相談ダイヤル」＃9999)や相談と支援をつなぐ連携の強化を試行中。

孤独・孤立相談ダイヤル（統一的な相談窓口体制の推進）

第２期の状況
〇呼出件数：10,353件、接続完了：1,998件、応答率：19.3％
〇利用者が選択できる分野は８、以下の順に多かった。

①孤独・孤立での悩み ②死にたいほどつらい気持ち ③生活困窮
〇 応答率は、孤独・孤立:27.3％（10.5%） （※（ ）は第1期）

死にたいほどつらい気持ち:78.6％ (86.9%)
生活困窮：47.1％（12.6%）

〇 つなぎに関して調整した深刻な相談対応：30件

⇒ 統一的・総合的な相談支援体制の本格実施に向け、取組を継続

第１期の状況
〇 呼出件数:14,678件、接続完了:3,823件、応答率:26.0％
〇 利用者が選択できる分野は８、以下の順に多かった。

①孤独・孤立での悩み ②死にたいほどつらい気持ち ③生活困窮
〇 つなぎに関して調整した深刻な相談対応：38件
〇 相談者の年代（推定）は、中高年の利用が８割。
〇 相談の類型は、心の病気や不調、自分の悩みを話せる場所がない、暮らし・
お金、家庭や家族、同居人との関係、死にたい・消えたい気持ちの順に多かった。

12月１日(いのちの日）の状況

〇 官民連携プラットフォームの担当幹事団体が本試行の実施に向けて企画、検討。
〇 相談対応、地域での支援については、官民連携プラットフォーム加入団体が協力。
〇 関係省庁、電気通信事業者、各自治体、警察、自立相談支援機関等の協力を得て実施。
〇 音声ガイダンスにより、利用者が分野を選択し、分野ごとの相談窓口につなげる。

実施体制

〇ねらい：いのちの日に合わせ、「孤独・孤立での悩み」に特化した相談日とし、
広く協力を募り体制を強化するとともに、体制強化と合わせ、効果的に広報。
〇呼出件数：813件、接続完了：489件、応答率：60.1％
（参考）18歳以下 呼出件数 65件（49件）
〇利用者が選択できる分野は２

応答率は、18歳以下:60.0％（26.5%） （※（ ）は第2期）
18歳より上：78.4%（27.3%）

〇 つなぎに関して調整した深刻な相談対応：12件

実施状況

年末年始の状況
〇ねらい：既存の窓口の多くが閉まり、利用者のニーズが高まる時期に実施。
〇呼出件数：26,567件、接続完了：1,165件、応答率：4.4％
〇利用者が選択できる分野は３

応答率は、18歳以下:57.8％
性別の違和等18.3％
孤独・孤立：6.1％

〇 つなぎに関して調整した深刻な相談対応： １7件
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悩
み
を
抱
え
る
相
談
者

深刻な状
況と判明

⇓
地域の支
援団体へ

連絡

面談

同行支援
【同行先】
・自治体
・自立相談

支援機関
・福祉事務所
・警察 等

・相談記録
・マニュアル等の共有

官民連携PF加入団体と
連携・協力

相談内容や面談・同行支援
状況等の分析・検証
⇒官民連携PF分科会で今後
の方策を検討

３番
生活に困窮され
ている方

・生活困窮者自立支援全国
ネットワーク

・社会福祉士会

８番
外国語での相談
を希望される方

・社会的包摂サポートセン
ター

４番
死にたいほどつ
らい方

・自殺対策支援センターラ
イフリンク

・日本いのちの電話連盟
・日本精神保健福祉士協会
・メンタルケア協議会

５番
女性の悩みで相
談したい方

・社会的包摂サポートセン
ター

・女性支援団体

６番
性別の違和や同
性愛に関して相
談したい方

・社会的包摂サポートセン
ター

７番
シングルマザー
の方

・しんぐるまざあず・
ふぉーらむ

１番
１８歳以下の方

・チャイルドライン支援セ
ンター

＃9999
※かからない場合は
0120-494949を案内

【地域の
支援団体】

官民連携PF
加入団体

他

気
持
ち
の
整
理
を
促
す

支
援
制
度
等
の
情
報
提
供
を
行
う

発
信

「孤独・孤立相談ダイヤル#9999」試行（第２期：8/30～9/6）イメージ図

〇相談窓口へのアクセスの容易化、相談ニーズへの迅速
な対応のため、関係団体が連携して相談を受け付ける
窓口体制を整備

〇関係省庁や電気通信事業者の協力を得て実施・社会的包摂サポートセン
ター

・ＮＰＯホットライン信州
・日本産業カウンセラー協
会

・メンタルケア協議会
・社会福祉士会

２番
孤独・孤立でお
悩みの方
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